
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

後援：横  浜  市  教  育  委  員  会  
協力：横浜社会福祉研究会 /横浜市従業員労働組合  
[入場料]前売：１,０００円※ 当日：１,３００円 障がい者：１,０００円 介助者１名無料 
※前売料金(１,０００円)を９月２０日（木）迄に下記の口座へご入金すれば、当日受付にて渡します。 

ゆうちよ銀行総合口座  記号 10200 番号 22932931 加入者名 ヨコハマキネマクラブ  

[主催・問合せ] ０８０-８１１８-８５０２（10～18 時）横浜キネマ倶楽部  
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 

いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 

横浜シネマリン０４５-３４１-３１８０/チケットぴあ チケットポート横浜店０３-５５６１-７７１４ 

【チケットぴあ】（Ｐコード：558-755）  
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０４５-６３３-５４１３（席数４００席） 

助成：横浜市地域文化サポート事業・ヨコハマアートサイト 2018 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原のナンサ

/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い風船・白い馬/三本木

農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をたたく人/縞模様のパジャマの少

年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地球の回転/デザートフラワー/ハーモニ

ー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の記録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき

映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレシピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会

いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/野のなななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひら

を太陽に/袴田巖  夢の間の世の中/父を探して/お盆の弟/祖谷物語－おくのひと－/東京ウィンドオーケストラ/ふるさと
 

 
 

 

この映画にはいくつかの“自分史"が語られるわけだけど、あそこにいる人には濃縮された

人生がある、それをわれわれは知りたかった。それはその人しか持っていない“自分史"だ。

他の誰にも受け渡すことができないもんじゃないか、その中にこそ最大のドラマがある、そ

れをかなり意図的に撮ったわけだ。(公開当時の小川紳介の言葉) 

【横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部】 
住   所：〒231-0062 横浜市中区桜木町1-1-56  横浜市市民活動支援センター  No.85横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080－8118－8502（10時～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス http://ykc.jimdo.com/ 

構成:小川紳介/編集:小川紳介、田處苗樹、湯本希生/撮影:奥村祐治（J・S・C） 

録音:久保田幸雄/製作:伏屋博雄、白石洋子、朝日節子、飯塚俊男、福田克彦、林鉄次 
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三里塚を離れ、他の土地での映画撮影を模索する小川プロが次に選んだ場所は、東京の山谷、大阪の釜ヶ崎と

並ぶ日本三大寄せ場・ドヤ街の横浜・寿町だった。この地で小川プロの若いスタッフたち（平均年齢27歳）

が1年間近く（1974年5月～1975年2月）泊まり込み、徹底して聞き撮りした入魂の一作。 

貧困、差別、偏見、孤独、病、絶望、怒り、悲しみ、そして「野垂れ死に」がごく当たり前に存在する 

"どん詰まりの行き詰まり"の中、労働者たちは語る、自分史を、そしてわずかな希望を… 

前科者、片足を失った者、筋ジストロフィー患者、酒を離せない者、仕事にあぶれた者、在日韓国人、マグロ

(強盗)に遭った者、いつの間にか死んだ者、まもなく死ぬ者 

"どっこい" は "どっこい生きていた" の "どっこい" だ ! 
 

－スイス・ニヨン国際映画祭銀賞受賞－ 


